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財団の「未来の夢」がエジソン賞受賞  



１．ロータリー財団の戦略と戦術を知る 

２．ロータリー財団の財務を知る 

３．世界及び日本の奉仕活動の現状を知る 

４．地区の補助金による奉仕活動の実情を知る 

５．クラブ奉仕活動を先導する 

６．年次基金寄付や大口寄付を募る 

クラブ財団委員長の責務  



＊ポリオの撲滅 

＊世界的に認識された50財団の一つに 

＊世界の人道的ニーズに応えるリーダー 

＊戦略的パートナーシップ 

＊寄付方法の多様化 

＊簡素化された補助金と運営モデル 

 

財団創立100周年に向けて戦略 （2017年ビジョン） 

1.財団の戦略と戦術を知る 



公共イメージ
の向上 

寄付の増加 

より包括的な
世界的 

アプローチ 

会員とクラブの 

基盤の拡大 

より良い 

プロジェクト 

より大きな影響 

活発なクラブ 財団の次世紀 



◎ プログラムの全面的見直し 

     ⇒ 人道奉仕の６重点分野を提唱 
 

◎ 短期的プログラムを地区へ移管 

     ⇒ 地区補助金の改革 
 

◎ 財団の財務基盤の拡充 

     ⇒ 恒久基金/大口寄附の促進 

     ⇒ ポール・ハリス ソサエティーの拡充 

 

財団の戦略 

1.財団の戦略と戦術を知る 



◎ 財団補助金の管理運営（MOU） 

    ⇒地区会計と地区財団会計の分離 

 

◎ 地区ガバナーと地区財団委員長の分掌 

      ⇒ 地区財団の奉仕活動と出納の管理 

 

 

1.財団の戦略と戦術を知る 

国際ロータリーと財団の管理運営の分離 



 

 

 

・ クラブの年次基金寄付等の動向を知る 

 

・ 財団の年次寄付財源の配分を知る 

       ＝ シェアー・システム 

 

2. 財団の財務を知る 



シェア・システム 

  ３年前の年次基金（シェア） 
  ＋ 恒久基金の使用可能な収
益 

    DDF 
（地区財団活動資
金） 

 WF 
（国際財団活動資金） 

  地区補助金  グローバル補助金 

ポリオプラス 
ロータリー平和センター 

災害復興基金 
他地区等に寄贈 

 50% 

 パッケージグラント  

全額提供さ
れる 

DDFに対してWF
から同額・現金に
は半額が上乗せ 
     

 50% 

 50%まで 



ロータリー財団の財務報告 
      寄付収入：2011-12年度実績 米ドル（100万単位） 

2. 財団の財務を知る 

年次基金 110.1 

恒久基金 18.1 

ポリオ・プラス基金 45.0 

災害復興/使途指定冠名基金 5.2 

使途推奨冠名基金 2.7 

総  額 $181.1 



2. 財団の財務を知る 2. 財団の財務を知る 

ロータリー財団の財務報告 
      支出明細：2011-12年度実績 米ドル（100万単位） 

プログラム補助金 185.7 

プログラム運営費 18.3 

一般管理費 23.4 

合  計 $227.4 



 
 
 

             
                                 

クラブ幹事 
 

クラブ内の協力体制の構築 

職業奉仕委員会 

社会奉仕委員会 

国際奉仕委員会 

青少年奉仕委員会 

5.クラブ奉仕活動を先導する 

会長 財団委員長 



   

１．恒久基金 

２．ポリオ・プラス 

３．ロータリー平和センター 

４．6重点分野 

6.寄付を募る 

寄付＝世界で良い事をする基金を充実させる 

大口寄付者を募る 



Enter to Learn Go forth to Serve 


